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奈良県 

和歌山県 

京都府 

兵庫県 

柏原市 

柏原市の概要 

人口：67,395 人 

(令和４年 3 月末現在) 

市域面積：25.33 平方キロメートル 

八尾市の概要 

人口：262,875 人 

(令和 4 年 3 月末現在) 

市域面積：41.72 平方キロメートル 

大阪市の概要 

人口：2,744,847 人 

(令和４年 3 月末現在) 

市域面積：225.33 平方キロメートル 

大阪府 大阪市 ・ 八尾市 ・ 柏原市 

大阪市 

おおさかし や お し かしわらし 

八尾市 
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要望書 

 
国道 25 号は本期成同盟会沿線各市において地域産業の要となる路線に位置付けており、また大

阪中央環状線や大阪外環状線との結節点、国道 165 号も接続することから、大阪府と奈良県を結ぶ

重要な交通の動脈となっております。 

そのような中、国道 25 号には交通が集中し、柏原市国分本町 4 丁目交差点から八尾市亀井西交

差点において主要渋滞箇所が 11 箇所存在し、大阪府内の直轄国道の平均速度を大きく下回るなど

慢性的な渋滞の発生に伴い、定時性・速達性の確保が困難で、防災活動や企業活動、救急医療活動

など様々な分野で多くの課題を抱えております。 

さらに、国道 25 号の渋滞を避け生活道路等への迂回により、通学路等での交通事故の発生が生

じるなど、多岐にわたる課題についてこれまで整理し、広域道路網整備（バイパス）の必要性を検

討してまいりました。 

 また、近い将来発生が予測されている南海トラフ地震などの被害から市民の財産、生命を守るた

めの国土強靭化が急務とされており、災害時の府県間をつなぐ緊急輸送道路として、また大阪中央

環状線や大阪外環状線を補完する南北の広域幹線である都市計画道路八尾富田林線や都市計画道

路敷津長吉線の整備が進む中、八尾空港、大阪府中部広域防災拠点や広域医療搬送拠点への重要な

アクセス路としての効果が期待できる道路整備が必要であります。 

 このため、当該地区におけます課題の解消と地域の発展および近年、激甚化、頻発化する自然災

害等への対応と、ポストコロナにおける豊かで活力ある都市の形成を実現するにあたり、次の事項

について要望いたしますので、格段のご配慮を賜りますようお願い申し上げます。 

 

１．防災・減災・国土強靭化のための 5か年加速化対策に必要な予算・財源を確保し、計画的に事

業を推進するとともに、5 か年加速化対策後も予算・財源を通常予算とは別枠で確保して、継

続的に取り組むこと 

 

２．幹線道路ネットワーク構築や渋滞対策、災害時の広域緊急交通路として脆弱性などの課題解決

が図れる「国道 25 号大阪柏原バイパスの整備」に向けた計画段階評価を実施すること 

 

３． 災害への備え及び観光等の経済活動復興のため、人流・物流の活性化に向けた高規格道路の

ミッシングリンクの解消、四車線化等とダブルネットワークの構築 

 

４．国土強靭化の事業計画に基づく道路の橋梁、トンネル、舗装等の老朽化対策の推進 

 

５．地震時の迅速な支援人員派遣及び支援物資搬送の支障とならぬよう無電柱化を推進するととも

に、地震時の大規模災害時における道路周辺環境の安全性・安定性を確保すること 

 

６．頻発化する大規模自然災害の脅威・危機に即応するための地方整備局等の体制の充実・強化や

災害対応に必要となる資機材の更なる確保 

 

 

 

 

 

 

 

国道 25 号大阪柏原バイパス整備促進期成同盟会 

会  長 八尾市長 大松 桂右 

副 会 長 柏原市長 冨宅 正浩 

会計監事 大阪市長 松井 一郎 
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道
25
号
を
利
⽤

国
道
25
号
を
利
⽤

出
典
：
カ
ー
ラ
ー
の
救
命
率
曲
線

厚
生

会
第

一
病

院
厚

生
会

第
一

病
院

八
尾

市
立

病
院

八
尾

市
立

病
院

八
尾

徳
洲
会

総
合

病
院

八
尾

徳
洲
会

総
合

病
院

国
分

病
院

国
分

病
院

藤
井
寺
分
署

藤
井
寺
分
署

高
鷲
出
張
所

高
鷲
出
張
所

志
紀
出
張
所

志
紀
出
張
所

(分
)

①
心

臓
停
止
②

呼
吸

停
止

③
多

量
出
血

・
片

側
１
車

線
で
あ
る
た
め
、
昼
間

の
交
通

渋
滞
時

は
、

一
般

車
両

が
道
路

左
側
に
一

時
退

避
し
て
も
通

行
困

難
・
大
型
ト
ラ
ッ
ク
の
交
通
量
も
多
い
上
に
、
道
路
幅
が
狭
い
た
め
、

交
通

渋
滞

時
、
緊

急
車
両

の
通
行

が
困
難

八
尾
市
救
急
救
助
課

柏
原

羽
曳

野
藤

井
寺

消
防

組
合

本
部

・
各

出
張

所
か

ら
出

動
、
搬
送

に
お
い
て
、
国
道
2
5
号
の
利
用
頻
度
は
8
割
程
度

・
追

い
越

し
時

に
対

向
車

線
の
車

や
バ
イ
ク
等

と
接

触
危

険
性

・
幅

員
が

狭
い
所

で
ト
ラ
ッ
ク
が

対
向

し
て
い
る
と
通

行
が

困
難

・
夜
間
で
4
0
～
5
0
km

/
h
、
昼
間
は
1
0
km

/
h
程
度
で
走
行

渋
滞
緩
和
に
よ
り
、
搬
送
時
間

の
短
縮
が
期
待
さ
れ
る

(件
)
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55
9

48
3

56
1

52
7

52
4

53
5

60
8

75
8

69
5

60
3

58
5

56
4

12
1

10
5

91
87

77
88

96

13
7

12
9

77
74

48

68
0

58
8

65
2

61
4

60
1

62
3

70
4

89
5

82
4

68
0

65
9

61
2

0
10

0
20

0
30

0
40

0
50

0
60

0
70

0
80

0
90

0
1,

00
0

⼩
型

⾞
⼤

型
⾞

(台
/1

2ｈ
)

75
1

65
1

62
6

50
8

48
2

43
3

49
4

51
6

54
5

54
0

70
9

69
8

11
1

80
84

67
52

52
46

64
57

59

48
40

86
2

73
1

71
0

57
5

53
4

48
5

54
0

58
0

60
2

59
9

75
7

73
8

0
10

0
20

0
30

0
40

0
50

0
60

0
70

0
80

0
90

0
1,

00
0

⼩
型

⾞
⼤

型
⾞

(台
/1

2ｈ
)

051015202530

国 分 南 ␚ 県 境

国 分 ␚ 国 分 南

国 豊 橋 北 詰 ␚ 国 分

安 堂 ␚ 国 豊 橋 北 詰

柏 原 駅 ␚ 安 堂

柏 原 ⼩ 学 校 ⻄ ␚ 柏 原 駅

市 境 ␚ 柏 原 ⼩ 学 校 ⻄

志 紀 南 ␚ 市 境

東 ⽼ 原1 ␚ 志 紀 南

⽼ 原1 ␚ 東 ⽼ 原1

太 ⼦ 堂 ␚ ⽼ 原1

南 太 ⼦ 堂 ␚ 太 ⼦ 堂

⻲ 井 ⻄ ␚ 南 太 ⼦ 堂

(k
m

/h
)

国
道

2
5
号

周
辺

の
地

域
課

題
（
国

道
2
5
号

の
混

雑
に
よ
る
生

活
道

路
へ
の
影

響
）

○
柏
原
・
八
尾
地
域
で
は
、
国
道
2
5
号
に
主
要
渋
滞
箇
所
が
集
中
し
て
い
る
。

〇
国

道
2
5
号

の
時

間
帯

別
交

通
量

は
、
奈

良
方

面
は

1
4
時

台
、
1
5
時

台
、
大

阪
市

方
面

は
7
時

台
、
8
時

台
と
1
7
時

台
、
1
8
時

台
が

ピ
ー
ク
と
な
っ
て
い
る
。

○
柏

原
・
八

尾
地

域
は

、
国

道
2
5
号

沿
線

に
工

場
が

集
積

し
て
お
り
、
物

流
や

企
業

活
動

が
活

発
な
地

域
で
あ
る
。

○
柏
原
・
八
尾
地
域
間
の
国
道
2
5
号
の
速
度
を
み

る
と
、
全
区
間
に
お
い
て
大
阪
府
内
に
お
け
る
2
車
線
の
直
轄
国
道
の
平
均
速
度
よ
り
も
低
く
、
特
に
、
老
原
1
～
東
老
原
1

交
差
点
や
国
分
～
国
分
南
交
差
点
に
お
い
て
速
度
低
下
が
み
ら
れ
る
。

〇
国

道
2
5
号

の
混

雑
に
よ
り
、
周

辺
の

生
活

道
路

を
抜

け
道

と
し
て
利

用
す
る
企

業
が

存
在

し
て
い
る
。

・国
道
25
号
は
混
雑
（
特
に
太
⼦
堂
交
差
点
）
して
い
る
た
め
、使
って
は
い
け
な
い
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り、
使
わ
な
い
前
提
で
輸

送
して

い
る

。住
宅

地
は

あ
ま

り使
わ

な
い

が
、抜

け
道
を
使
うこ
とも
あ
る

。
・抜

け
道

は
クネ

クネ
す

る
こと

も
あ

り、
右

左
折

が
多

い
の

で
、国

道
25
号
が
最
短
経
路
とな
る
場
合
は
、本
当
は
利
⽤
した
い

。
資

料
）
企

業
ヒ
ア
リ
ン
グ
（
令

和
元

年
度

実
施

）

主
要

渋
滞

箇
所

資
料

）
大

阪
国

道
事

務
所

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
大

阪
府

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
Ｈ
27

全
国

道
路

・
街

路
交

通
情

勢
調

査
※

地
図
：
国
土
地
理
院

※
速

度
は

昼
間

１
２
時

間
平

均
速

度

▼
速
度

図
▼

国
道

2
5
号

の
時

間
帯

別
交

通
量

資
料
）
Ｈ
27

全
国
道
路
・
街
路
交
通
情
勢
調
査

資
料
）
Ｈ
27

全
国
道
路
・
街
路
交
通
情
勢
調
査

製
造

業
者

2
5

近 畿 自 動 車 道
志

紀
南

国
分

南

国
豊

橋
北

詰
安

堂

柏
原

駅
下

り

東
⽼

原
１

⽼
原

１

太
⼦

堂

⻲
井

⻄

柏
原

警
察

署
前

国
分

本
町

4
国

分
寺

⼤
橋

東

八
尾

市

柏
原

市

17
0

17
0

▼
柏

原
・
八

尾
地

域
間

の
国

道
2
5
号

の
速

度

資
料
）
Ｈ
27

全
国
道
路
・
街
路
交
通
情
勢
調
査

【
区

間
①

上
り
(奈

良
県

方
面
)】

区
間
①

⼤
阪
府
内
に
お
け
る
２
⾞
線
の
直
轄
国
道
の
平
均
速
度

26
.6
km
/h

資
料

）
八

尾
市

（
H
2
7
）
柏

原
市

（
R
2
）

▼
柏

原
・
八

尾
地

域
の

土
地

利
用

状
況

国
道
２
５
号
沿
線
に

⼯
場
が
集
積

【
区

間
①

下
り
(大

阪
市

方
面
)】
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58
70

58
60

86
57

66
86

61
83

59
65

40
56

65
50

60
46

25
26

31
15

18

6
14

24

20

36

32
28

16

29
14

21
28

23
8

3

9

4

10

8

11

5

8

14

4

9
7

9
8

4

10

3

0246810121416

02040608010
0

12
0

14
0

歩⾏者⾃転⾞通⾏量

⾃動⾞交通量

乗
⽤

⾞
貨

物
⾞

（
⼩

型
・普

通
）

歩
⾏

者
・⾃

転
⾞

(台
)

（
⼈
・
台
）

資
料

）
交

通
量

調
査

（
R
2
.1
1
.2
6
）

▼
通
学
路
と
小
学
校
立
地
状
況

国
道

2
5
号

周
辺

の
地

域
課

題
（
生

活
道

路
の
抜

け
道

交
通

に
よ
る
安
全
性
の
低
下
）

○
国
道
25
号
周
辺
に
は
小
学
校
が
点
在
し
て
お
り
、
周
辺
の
生
活
道
路
の
多
く
が
通
学
路
と
し
て
指
定
さ
れ
て
い
る
。

〇
国
道
2
5
号
の
朝
ピ
ー
ク
時
間
帯
で
あ
る
7
時
台
～
9
時
台
の
生
活
道
路
の
交
通
状
況
を
み
る
と
、
自
動
車
交

通
量
の
ピ
ー
ク
と
歩
行
者
・
自
転
車
通
行
量
の
ピ
ー
ク
が

同
時

と
な
っ
て
い
る
と
と
も
に
、
貨

物
車

の
通

行
も
み

ら
れ

る
こ
と
か

ら
も
、
安

全
性

が
低

下
し
て
い
る
と
想

定
さ
れ

る
。

○
ま
た
、
こ
の
エ
リ
ア
に
お
い
て
は
、
通
学
す
る
学
生
と
大
型
車
が
至
近
距
離
で
す
れ
違
う
状
況
が
み
ら
れ
、
交
通
事
故
発
生
箇
所
も
多
く
点
在
す
る
こ
と
か
ら
、
国
道
25
号
か
ら
の
抜
け

道
交
通
に
対
し
、
安
全
性
を
懸
念
す
る
地
域
の
声
が
数
多
く
あ
る
。

う回
路

は
幅

員
が

狭
い

箇
所

で
は

対
抗

で
き

な
い

の
で

、ど
ち

らが
バ

ック
す

る
か

で
交
通
ト
ラ
ブ
ル
も

起
こっ
て
い
る

。
25
号
の
バ
イ
パ
ス
整
備
を
⾏
い
、⽣
活
道
路
に
う回

路
利
⽤
す
る
⾞
が
な
くな
れ
ば
、地
域
の
安

全
を
確
保
で
き
る

。
資

料
）
交

通
量

調
査

時
撮

影
（
R
2
.1
1
.2
6
）

国
道

25
 号

は
普

段
か

ら渋
滞

して
い

る
が

、天
気

が
悪

い
⽇

は
特

に
渋

滞
を

して
お

り、
う回

路
を

含
む
⽣
活
道
路
も
渋
滞

して
い

る
。

柏
原

⼩
学

校
区

⾒
守

り隊
員

7:
00

~
9:

00
の

朝
ピー

ク時
間

帯
に

、国
道

25
号

の
渋

滞
に

よ
り⽣

活
道

路
に

迂
回

交
通

が
特

に
流

⼊
して

くる
た

め
、事

故
が
起
き
な
い
か
不
安

。
堅

下
南

⼩
学

校
区

⾃
治

会

⽣
活

道
路

か
ら国

道
25

号
に

⼊
る

際
、国

道
25

号
の

混
雑

の
た

め
に

⽣
活

道
路

も
混

雑
す

る
こと

が
あ

り、
合
流
す
る
交
差
点
に
お
い
て
事
故
が
多
い

。
柏

原
⼩

学
校

区
⾃

治
会

資
料

）
警

察
庁

（
2
0
1
9
年

）
、
大

阪
国

道
事

務
所

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
八

尾
市

、
柏
原

市

▼
朝

ピ
ー
ク
の

国
道

2
5
号

周
辺

生
活

道
路

の
交

通
状

況
（
調

査
地

点
A
：
八

尾
市

安
中

第
2
公

園
前

）

▼
柏
原
市
域
の
生
活
道
路
に
お
け
る
学
校
関
係
者
の
声

国
分

⼩
学

校
国

分
市

場
都

計
審

委
員

2
5

柏
原
駅
下
り

国
分
南

安
堂

本
郷
橋

太
⼦
堂

東
⽼
原
1

志
紀
南

南
太
⼦
堂

⻲
井
⻄

通
学
す
る
学
⽣
と⼤

型
トラ
ック
が

⾄
近
距
離
で
す
れ
違
って
い
る

▼
柏
原
市
域
の
生
活
道
路
に
お
け
る

危
険

状
況

7
時

台
：
5
1
1台

(貨
物

車
1
2
1
台

(2
4
%
))

8
時

台
：
5
7
6台

(貨
物

車
1
5
4
台

(2
7
%
))

9
時

台
：
4
5
2台

(貨
物

車
1
3
1
台

(2
9
%
))

い
ず
れ
の
時
間
帯
も
貨
物
⾞
が
存
在

調
査
地
点
A

歩
⾏
者
・⾃
転
⾞
通
⾏
量
と⾃

動
⾞
交
通
量
が
同
時
に
ピ
ー
ク

通
学
路

小
学
校

死
傷
事
故
発
生
箇
所
（
20
19

年
）

死
亡
事
故
発
生
箇
所
（
20
19

年
）

自
治
体
が
想
定
す
る

抜
け
道

利
用

箇
所

主
要
渋
滞
箇
所
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21
.9
%

50
.0
%59
.4
%

0%
10

%
20

%
30

%
40

%
50

%
60

%
70

%

国
道

2
5
号

周
辺

の
地

域
課

題
（
通

常
時

に
お
け
る
企

業
活

動
）

○
八
尾
市
は
、
事
業
所
数
が
全
国
で
10
位
を
誇
る
も
の
づ
く
り
の
地
域
で
あ
り
、
八
尾
・柏

原
地
域
で
は
国
道
25
号
沿
線
に
工
場
が
集
積
し
て
い
る
。

○
国
道
25
号
を
利
用
す
る
際
の
道
路
・交

通
問
題
と
し
て
、
「混

雑
・渋

滞
し
て
い
る
」と

い
う
回
答
が
90
％
あ
り
、
企
業
活
動
で
利
用
す
る
際
の
問
題
点
と
し
て
、
「時

間
に
ゆ
と
り
を
も
っ

て
計
画
す
る
た
め
、
そ
れ
以
外
に
宛
て
ら
れ
る
時
間
に
制
約
が
生
じ
る
」等

、
時
間
に
関
す
る
問
題
点
が
多
い
。

〇
国
道
25
号
の
混
雑
に
よ
り
、
高
速
道
路
の
利
用
料
が
会
社
の
負
担
に
な
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
や
、
取
引
エ
リ
ア
が
伊
賀
が
限
界
と
な
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
が
み
ら
れ
る
。
ま
た
、
通
行
止
め

時
は
顧
客
へ
の
多
大
な
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
ケ
ー
ス
が
み
ら
れ
る
。

▼
国
道
2
5
号
と
周
辺
の
交
通
量
・
混
雑
度
・
主
要
渋
滞
箇
所
と
物
流
ル
ー
ト

▼
国
道
2
5
号
を
利
用
す
る
際
の
道
路
・
交
通
問
題

▼
国
道
2
5
号
を
利
用
す
る
際
の
企
業
活
動
上
の
問
題

90
.6
％

混
雑

渋
滞

し
て
い
る

交
差

点
で
右

左
折

レ
ー
ン
が

不
足

し
て
お
り
、

直
進

し
に
く
い
・
待

た
さ
れ

る

時
間
が
か
か
る

信
号
交
差
点
が
多
く
、
円
滑
に
走
行
で
き
な
い

時
間
に
ゆ
と
り
を
持
っ
て
計
画
す
る
た
め
、
そ
れ
以
外
に
充
て

ら
れ
る
時
間
に
制
約
が
生
じ
る
、
効
率
性
が
低
い

原
材
料
等
の
搬
入
に
、
時
間
の
遅
れ
な
ど
の
不
都
合
が
生
じ
る

世
界
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
冷
間
ロ
ー
リ
ン
グ
設
備
の
製
造
メ
ー
カ
ー

冷
間
ロ
ー
リ
ン
グ
機
で
世
界
シ
ェ
ア
90
％

③
共

栄
精
工
㈱
（
柏
原
市
）
【
製
造
業
】

高
周

波
誘

導
加

熱
の

エ
キ
ス
パ

ー
ト

国
内

シ
ェ
ア
約

80
%
、
世

界
シ
ェ
ア
約

20
%

②
富

士
電

子
工

業
㈱
（
八
尾

市
）
【
製

造
業

】

タ
ン
ク
ロ
ー
リ
ー
に
よ
る
食

品
液

体
バ

ル
ク
輸

送
を
主

力
に
、

⼤
⼿
製
油
会
社
、
⼤
⼿
お
菓
⼦
メ
ー
カ
ー
と
取
引
き
多
数

①
福

塚
運
送
㈱
（
八
尾
市
）
【
運
送
業
】

▼
事

業
者

ヒ
ア
リ
ン
グ

・
道
路
渋
滞
の
た
め
、
⼀
時
的
に
⾼
速
道
路
利
⽤
を
許
可
し
て
い
る

→
⾼
速
道
路
利
⽤
料
⾦
が
⼤
き
な
負
担
に
な
っ
て
い
る
（
約
40
0〜

50
0万

円
/⽉

）

・
⾼
速
IC
ま
で
約
30
分
ほ
ど
時
間
を
要
す
る

・
渋
滞
に
よ
り
、
従
業
員
の
残
業
時
間
増
加

→
取
引
先
の
範
囲
が
限
定
さ
れ
て
い
る
（
東
⽅
⾯
は
伊
賀
ま
で
が
限
界
）

・
渋
滞
に
よ
り
、
商
談
す
る
顧
客
の
送
迎
に
時
間
を
要
す
る

→
1⽇

の
商
談
件
数
が
限
ら
れ
る
、
1回

の
商
談
時
間
が
短
く
な
る

従
業
員
の
残
業
が
増
え
る

八
尾
空
港

八
尾
市

柏
原
市

2
5

17
0

2
5

17
0

松
原
JC
T

長
原
IC

八
尾
IC

17
0

松
原
IC大
堀
IC

三
宅
IC

喜
連
瓜
破
IC

平
野
IC

藤
井
寺
IC

美
原
北
IC

美
原
JC
T

美
原
南
IC

美
原
IC

柏
原
IC

美
原
東

IC
羽
曳
野
IC

17
0

16
5

30
923

,5
48
台
/日

1.
69

資
料
：
大
阪
府
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
八
尾
市
、
柏
原
市
、

大
阪

国
道

事
務

所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

Ｈ
27

全
国
道
路
・
街
路
交
通
情
勢
調
査

73
,0
66

台
/日

1.
76

6
,6
6
0台

/日
1
.0
7

47
9

２

1
7
,5
69

台
/
日

1
.4
5

1
5
,5
69

台
/
日

1
.2
1

6
1
,8
58

台
/
日

2
.1
1

3
7
,4
33

台
/
日

0
.5
5

国
豊
橋
北
詰

安
堂

柏
原

駅
下

り

東
老

原
１

老
原

１
太

子
堂

亀
井
西

志
紀

町

柏
原

警
察

署
前

神
戸
方
面
へ

三
重
方
面
へ

（
現
在
は
伊
賀
が
取

引
エ
リ
ア
の
限
界
）

2
2
,2
71

台
/
日

1
.5
3

1
5
,5
86

台
/
日

1
.3
3

23
,3
18

台
/日

1.
06

7
,7
4
7台

/日
0
.8
6 国

分
南

国
分
本
町
4

1
0
,6
54

台
/
日

1
.1
0

凡
例

【
車

線
数

】

【
道

路
区

分
】

【
交

通
量

・
混

雑
度

】

2
4
時

間
交

通
量

混
雑

度
※
斜
体
は
推
計
値

【
渋

滞
】 主

要
渋
滞
箇
所

奈
良
方
面
へ

国
分
寺
大
橋
東

①
②

③
▼

市
区

町
村

別
事

業
所

数

5026

3623

2349

2331

2145

1918

1491

1360

1355

1310

1306

1207

1181

1161

1135

0
50

0
10

00
15

00
20

00
25

00
30

00
35

00
40

00
45

00
50

00
55

00

大阪市

名古屋市

東大阪市

横浜市

京都市

浜松市

神戸市

静岡市

堺市

八尾市

川口市

大田区

福山市

広島市

川崎市

八
尾

市
は

事
業

所
数

1
,3
1
0

1
0
位

/
全
国
市
町
村
中

※
平
成
22

年
か
ら
約
30
0事

業
所

数
減

少
（
約
18

％
減

）

出
典
：
工
業
統
計
調
査
（
平
成
29

年
）

※
秘

匿
値

を
除

く
市

町
村

を
対

象
と
し
、
東

京
特

別
区

は
区

単
位

と
し
た

工
場
他

【
土

地
利

用
細

分
メ
ッ
シ
ュ
】
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	Ｒ４要望書（
	4.道路交通状況図(1ルート） -




